
高校と高校の連携、高校と中学校、または小学校との連携。
幅広い学びを目的とした、さまざまなタイプの学校間連携事例を集めました。

共同の会社運営から出前授業まで、
いずれも地域の中で協力しあって人材を育てていこうという発想が原点。
生徒たちが学校の内外でイキイキと交流し学ぶ様子をご紹介します。

取材・文／永井ミカ

専門高校３校が得意分野をもち寄って
合同の模擬株式会社を運営

新潟・県立 長岡商業高校
長岡農業高校
長岡工業高校

新潟・県立 長岡商業高校
総合ビジネス科・情報ビジネス科／1910年創立
生徒数／671人（男子212人、女子459人）
進路状況（2011年度実績）／大学21.3％、短大5.5％、
専門学校45.5％、就職27.2％、その他0.5％
新潟県長岡市西片貝町1726

 0258-35-1502
 http://www.nagaokas-h.nein.ed.jp/

新潟・県立 長岡農業高校
食品科学科・農業経済科・生産技術科／1908年創立
生徒数／468人（男子186人、女子282人）
進路状況（2011年度実績）／大学5.9％、短大2.0％、
専門学校43.4％、就職48.7％、その他0％
新潟県長岡市曲新町3-13-1

 0258-37-2266
 http://www.nagaokan-h.nein.ed.jp/

新潟・県立 長岡工業高校
機械科・電子機械科・電気科・電子科・工業化学科・
テキスタイルデザイン工学科／1902年創立
生徒数／781人（男子659人、女子122人）
進路状況（2011年度実績）／大学20.1％、短大7.1％、
専門学校30.9％、就職41.6％、その他0.4％
新潟県長岡市幸町2-7-70

 0258-35-1976
 http://www.nagaokak-h.nein.ed.jp/

時
）が
、地
域
を
担
う
人
材
を
育
成
し
な
が
ら
、

も
っ
と
積
極
的
に
地
域
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
取
り
組

み
が
で
き
な
い
か
と
話
し
合
う
な
か
か
ら
、３
校

連
携
の
構
想
が
生
ま
れ
た
。そ
し
て
、①
各
学
校

で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
生
か
し
、校
外
で
の

販
売
実
習
な
ど
を
通
し
て
実
践
的
な
学
習
を

行
う
。
②
高
校
生
が
開
発
し
た
商
品
や
実
習
製

品
な
ど
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
、ま
た
、地
域
に
貢
献
す
る
能
力

を
養
う
。③
長
岡
市
内
の
農
業
、工
業
、商
業
高

校
が
互
い
に
連
携
・
協
力
し
あ
い
、地
域
を
は
じ

め
広
く
県
民
に
専
門
高
校
の
良
さ
を
P
R
す
る

機
会
と
す
る
。
こ
の
３
つ
を
目
的
に
、08
年
、長

岡
Ｃ
Ａ
Ｔ
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

ゆ
る
や
か
な
連
携
に
よ
り

長
く
続
け
ら
れ
る
取
り
組
み
に

　

長
岡
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
大
き
な
特
徴
は
、〝
ゆ
る
や
か

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

企
画
か
ら
開
発
・
販
売
ま
で

　

新
潟
県
長
岡
市
内
に
あ
る
３
つ
の
専
門
高
校

（
県
立
長
岡
商
業
高
校
、県
立
長
岡
農
業
高

校
、県
立
長
岡
工
業
高
校
）が
連
携
し
、高
校
生

を
役
員
・
社
員
と
し
た
模
擬
株
式
会
社「
長
岡

Ｃキ
ャ
ッ
ト
Ａ
Ｔ
」を
運
営
し
て
い
る
。
社
名
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
は

C
om
m
ercial

（
商
業
）、Agricultural

（
農

業
）、Technical

（
工
業
）の
頭
文
字
を
と
っ
た

も
の
。
行
っ
て
い
る
の
は
主
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
企
画
と
開
発
・
販
売
で
、例
え
ば
農
業
高
校
は

「
ヤ
ー
コ
ン
ジ
ャ
ム
」「
こ
め
っ
こ
ろ
ー
る
」と
い
っ
た

食
品
を
開
発
・
製
造
、工
業
高
校
は
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
な
ど
の
商
品
を
製
造
し
た
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
な
ど
を
担
当
、商
業
高
校
は
商
品
企
画

や
Ｐ
Ｒ
、会
計
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。

　

始
ま
り
は
２
０
０
７
年
。そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
地

域
と
の
連
携
を
行
っ
て
き
た
３
校
の
校
長（
当
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ロゴマーク

イメージキャラクター

な
連
携
〞を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

「
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
を
学
ん
で
い
る
３
校
で
す

か
ら
足
並
み
揃
え
て
と
い
う
の
は
難
し
い
。
時

間
調
整
に
か
か
る
手
間
や
教
職
員
の
負
担
を

な
る
べ
く
少
な
く
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
な

か
か
ら
で
き
る
範
囲
で
得
意
な
こ
と
を
も
ち
寄

っ
て
、無
理
な
く
長
く
続
け
ら
れ
る
取
り
組
み

を
目
指
し
て
い
ま
す
」と
言
う
の
は
、長
岡
商

業
高
校
の
内
川
洋
校
長
先
生
。
例
え
ば
、３
校

の
参
加
の
仕
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
、商
業
高
校
は

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
３
年
生
が
流
通
コ
ー
ス
の
授

業
の
一
環
と
し
て
参
加
、農
業
高
校
は
生
徒
会

が
販
売
な
ど
を
担
当
し
、商
品
開
発
や
製
造
で

は
食
品
科
学
科
製
菓
製
パ
ン
専
攻
の
生
徒
が

課
題
研
究
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
工
業
高

校
は
同
好
会
ス
タ
イ
ル
で
有
志
を
募
っ
た
と
こ

ろ
今
年
度
は
27
人
が
集
ま
り
、週
１
回
放
課
後

に
活
動
を
し
て
い
る
。そ
し
て
、必
ず
し
も
３
校

の
共
同
作
業
に
こ
だ
わ
ら
ず
、長
岡
Ｃ
Ａ
Ｔ
の

活
動
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
、農
業
高
校
独
自

の
商
品
を
開
発
し
た
り
、工
業
高
校
開
発
の

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
製
造
機
」を
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
し

た
り
と
い
う
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、楽

し
く
長
く
続
け
る
た
め
、資
金
は
３
校
の
教
職

員
か
ら
募
っ
た
出
資
金
を
柱
と
し
た
運
営
だ
。

　

こ
う
し
た
自
由
度
の
高
い
連
携
の
中
で
も
、

自
分
た
ち
の
専
門
以
外
の
こ
と
を
体
験
的
に

学
び
、視
野
を
広
げ
る
と
い
う
効
果
は
大
き
い
。

長
岡
農
業
高
校
の
大
橋
忠
義
校
長
先
生
は

「
こ
れ
ま
で
も
農
業
高
校
と
し
て
生
産
か
ら
販

売
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、連
携
に
よ
っ
て
、

市
場
調
査
や
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
な
ど
幅
広
い
市
場
の
流
れ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、地
域
に
根
ざ
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
の
知
識
や
能
力
、態
度
の
育
成
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
」と
言
う
。
同
じ
く
、長
岡
工
業
高

校
の
安
達
弘
哉
校
長
先
生
も「
も
の
づ
く
り
を

通
し
て
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、商
品
を
販
売
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
考
え
て
商
品
を
開
発
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
が
学
べ
て
い
ま
す
」と

言
う
。
そ
し
て
、視
野
が
広
が
る
と
同
時
に
、自

分
た
ち
の
専
門
教
科
の
学
習
の
深
化
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
長
岡
Ｃ
Ａ
Ｔ
は
商
業
高
校
と
農

業
高
校
、商
業
高
校
と
工
業
高
校
と
い
う
つ
な

が
り
が
強
か
っ
た
が
、今
年
度
よ
り
、工
業
高
校

が
作
っ
た
型
で
農
業
高
校
が
ク
ッ
キ
ー
を
作
る
、

と
い
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
連
携
商
品
の
製
造
に
も

着
手
し
、農
業
高
校
と
工
業
高
校
の
つ
な
が
り

も
強
化
さ
れ
た
。ア
イ
デ
ア
力
、行
動
力
、団
結

力
は
、年
々
高
ま
っ
て
お
り
、県
教
育
委
員
会
の

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ス
ク
ー
ル
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事

業
」の
実
施
校
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、３
校
が
連
携
し
た
取
り
組
み
と
い
う

こ
と
で
、地
域
か
ら
の
信
頼
度
や
認
知
度
が
高

ま
る
と
い
う
効
果
も
あ
る
。「
地
域
イ
ベ
ン
ト
の

オ
フ
ァ
ー
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
感
じ
ま
す
」と
長
岡
商
業
高
校

の
内
川
校
長
先
生
。
３
校
と
も
今
後
も
連
携

を
続
け
て
い
き
た
い
考
え
で
、そ
れ
ぞ
れ
、校
内

体
制
の
強
化
と
専
門
性
の
深
化（
商
業
高

校
）、３
校
の
全
生
徒
が
関
わ
れ
る
よ
う
な
活
動

（
農
業
高
校
）、６
学
科
す
べ
て
か
ら
多
く
の
生

徒
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
（
工
業
高

校
）と
い
っ
た
課
題
を
挙
げ
て
い
る
。

■ 長岡ＣＡＴのあゆみと実施内容

■2007年度（設立の準備）

２月・３月
・ 長岡農業、長岡工業、長岡商業の校長による
 長岡地区専門高校活性化会議の立ち上げ
・ ３校の校長と長岡工業の教頭で意見交換
・ 地域を担う生徒の育成と専門高校の活性化のため、
 連携した取り組みについて検討
・ 各高校長と各校の代表教職員が集まり、趣旨に沿った内容で検討開始

■2008年度（１年目）

５月～８月（以下についての検討）
・ 今年度の各種事業およびイベント
・ 合同ブランド名
・ ロゴマーク
・ イメージキャラクター
・ 制作費等の経費調達方法
・ 各校文化祭の相互参加における要望、生徒の交流方法

10月～12月
☆ 「工業フェスタ」への参加
・ 今後の運営方法とブランド化、商品開発に向けて検討
・  「長岡ＣＡＴ」ロゴマークおよびイメージキャラクターの公募(３校の在籍生徒へ)
・ 商業高校企画、農業高校生産のヤーコンジャムの商品化
☆ 「長岡農業高校文化祭」への参加
☆ 「長商全国食Ｋｉｎｇ～」への参加(長岡農業高校生産のヤーコンジャムを販売)

２月～３月
・ ロゴマーク、イメージキャラクターの決定
・ 模擬株式会社の設立、借入金、出資方法の決定
  （資本金は15万円※3校の教職員から募る）

■2009年度（２年目）以降の主な取り組み 

年間５～６回の取締役・監査役会
・ 役員決定　・役員自己紹介　・定款 　・年間活動計画
・ 参加イベント決定　・イベント事前打ち合わせ
・ 決算報告　・会計監査　・株主総会の打ち合わせと準備など

9月～12月
・ 商品企画のコンペティション（地元企業や団体などが参加）
☆ 「長岡商業高校文化祭」にて販売実習
☆ 「おっここ摂田屋市」にて販売実習
☆ 「長岡農業高校文化祭」にて販売実習
☆ 「長岡工業高校文化祭」にて販売実習
☆ 「長商全国食Ｋｉｎｇ～」
☆ 「長岡ＣＡＴオリジナルショップ」

２月～３月
・ 株主総会
・  利益処分(災害復興などとして寄付)
・ 会社清算手続き（出資金の返還）
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中学校進路説明会
（保護者・生徒）

中学校5校で実施。他の高校とともに福井高
校の説明・宣伝を行う。高校選び・高校卒業
後の進路選びで大切にしてほしいことなど、大
きな視点で進路を考えてもらうよう配慮。

中学校での進路講演会

中学校5校で実施。独自の取り組みとして偏
差値だけで高校を選ぶことのデメリットを示す
とともに、高校卒業後の将来やどんな大人に
なりたいかを意識する機会にもしてもらってい
る。近年は他の地域でも「進路と仲間」という
テーマで講演を依頼されることがある。

中学校への出前授業 5中学校の３年生向けに、高校の教員が授業。

中学校の進路学活への
生徒派遣

中学校5校で実施。「中学校が（福井を含む）
いくつかの高校に進学した卒業生たちを招き、
中学３年生に高校生活を紹介してもらい、高
校受験へのアドバイスをもらう」という企画。

中学生の高校探検・見学
（校内見学と聞き取り）

中学校１校の「生徒があちこちの高校を分担
して訪問し、後日発表しあう」取り組みに対応。

オープンスクール
（夏と秋の2回開催）

公開授業・学校説明会・授業体験（エリア関
連の授業）・部活動体験を実施。生徒も学校
生活について説明する。

学校説明会
（12月・1月・2月に計4回実施）

中学生の受験校決定の時期にあわせた学校
説明会。希望者には学校見学会も実施。

近隣地区の
高校合同説明会

市民会館で開催。例年、演劇部と若手教員と
で活力ある学校の姿をアピール。ブースでの
説明も実施。

福井高だよりの発行

内容は行事、クラブ活動、選択授業、卒業生
の紹介など。オープンスクールや中学校訪問
で配布・持参。それ以外の時期には市内の中
学校に送り、地元８中学校ではクラス掲示も
依頼している。

福井高カップ
（7月～8月に開催）

例年、体育系のクラブは中学校のクラブを招
き、福井高カップをめざす中学生の交流試合
を運営。文科系では演劇部、ボランティア部が
参加。毎年1000人を超える中学生が参加。

中学校訪問
（３月・６月・９月）

年度末に、新１年クラス編成に必要な情報に
ついて聞き取りを行う。人権保健部と新１年
担任団を中心に、茨木市の全中学校と市外
の一部中学校は訪問し、それ以外の中学校
については電話で聞き取り。また、６月と９月の
２回、全教職員で学区内の６８校を訪問し、福
井高校の教育内容の理解をひろげる活動をし
ている。

中高連絡会
（6～7月）

10中学校から旧3年の担任、高校側から1年
の担任が出席し、新1年生たちの情報交換を
行い、地元中学校との信頼関係づくりや課題
をもつ生徒の指導に役立てている（地元以外
の中学校については、サマーオープンスクール
時に中高連絡会を実施）。

生徒に関わる情報交換
茨木進保協と連携し、高校中退の実態調査
等にも協力しながら、茨木市内の中学校追指
導担当者との連絡を随時とりあっている。

福井高校を育てる会
（2カ月に１度）

地元８中学校の進路担当者との会議。福井
高校の取り組みや入試についての情報提供、
中学校の進路学活などの意見交換を行うとと
もに、福井高校への提言コメントもいただく。

豊川中学校区教育協議会
（豊川教育ネット、月１回）

「１８歳時点で多様な進路選択ができる子ども
を育てよう」を目的に、豊川中学と同校区の保
育園・小学校・福井高校・大阪大学の志水ゼ
ミが参加。約月１回のペースの事務局会議で
は、主催行事の準備や、各校・園の取り組み
の交流、小中の生活実態調査の集計・分析な
どを行っている。

AIDSについての
出前授業

生徒組織「たんぽぽ」による実践。校内での
発表のほか、中学校から依頼があれば出前授
業を行う。小学校２校から打診があったため、
小学校向けの授業を検討中。

地元中学と連携した進路指導で
地域発展のための人材を育てる

─大阪・府立 福井高校─

普通科総合選択制／1984年創立
生徒数／651人（男子280人、女子371人）
進路状況（2011年度実績）／大学45.3％、短大6.7％、
専門学校32.6％、就職4.8％、その他10.6％
大阪府茨木市西福井3-33-11

 072-641-4361
 http://www.osaka-c.ed.jp/fukui/

自
校
の
宣
伝
に
と
ど
ま
ら
ず

中
学
生
の
進
路
観
育
成
を
目
指
す

　

設
立
当
初
よ
り
、地
元
８
中
学
校
と
密
な
連

携
を
と
っ
て
き
た
大
阪
府
立
福
井
高
校
。当
時
、

８
中
学
校
は
、新
設
の
福
井
高
校
が
中
学
生
が

行
き
た
い
と
思
う
魅
力
的
な
学
校
と
な
る
よ
う
、

「
福
井
高
校
を
育
て
る
会
」を
結
成
し
意
見
交

換
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
は「
育
て
る
会
」

の
枠
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、高
校
側
か
ら
も
積
極

的
に
働
き
か
け
、学
校
説
明
会
に
お
け
る
教
員

や
生
徒
の
派
遣
、出
前
授
業
、合
同
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
を
行
い
、普
通
科
総
合
選
択
制
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　

ま
た
、自
校
の
宣
伝
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

「
塾
の
先
生
に
あ
て
が
わ
れ
た
高
校
に
な
ん
と

な
く
進
学
す
る
の
は
や
め
よ
う
。そ
の
高
校
の
い

い
所
に
惚
れ
て
行
こ
う
」と
い
う
進
路
観
の
大
切

さ
も
中
学
生
に
向
け
て
訴
え
続
け
て
い
る
。

生
徒
も
教
師
も

主
体
的
に
連
携
活
動
に
臨
む
工
夫

　

同
校
で
は
、生
徒
も
教
師
も
中
学
校
と
の
連

携
を
実
際
に
体
験
す
る
。
生
徒
た
ち
は
中
学
校

の
進
路
学
活
に
出
向
き
高
校
生
活
を
語
り
、オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
行
事
や
ク
ラ
ブ
な
ど
に
つ
い

て
説
明
す
る
。
ま
た
、出
前
授
業
を
手
伝
っ
た

り
、ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
し
た
り
す
る
。「
こ
う
し
た

活
動
は
、生
徒
た
ち
だ
け
で
中
学
校
と
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
り
資
料
を
作
成
す
る
な
ど
、主
体

的
、能
動
的
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
、自
分
を
鍛
え
自
分
の
力
や
適
性
を
発
見

す
る
場
に
な
る
か
ら
で
す
」と
言
う
の
は
、地
域

連
携
担
当
の
小
川
隆
史
先
生
。
ま
た
、出
前
授

業
な
ど
教
師
に
も
な
る
べ
く
多
く
連
携
の
現
場

を
経
験
し
て
も
ら
い
、中
学
生
の
反
応
は
教
員

全
体
で
共
有
し
、地
域
の
人
材
を
育
て
る
一
端

を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
も
ら
う
の
だ

そ
う
だ
。
さ
ら
に
、行
事
・
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
、

日
常
的
に
生
徒
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
り
、学

校
の
取
り
組
み
や
進
路
に
対
す
る
考
え
方
を
広

報
紙
な
ど
で
校
外
へ
P
R
。
こ
う
し
て
同
校
は
、

「『
自
己
実
現
の
た
め
の
進
路
』を
意
識
さ
せ
よ

う
と
進
路
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
学
校
の

思
い
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
高
校
」と
し
て
、地

域
で
評
価
さ
れ
て
き
た
。

　

取
り
組
み
が
功
を
奏
し
進
路
意
識
の
高
い
生

徒
が
入
学
し
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
さ
ま
ざ
ま
な

生
徒
が
い
る
が
、意
識
の
高
い
生
徒
の
存
在
が
ほ

か
の
生
徒
に
も
い
い
影
響
を
及
ぼ
し
、学
校
全
体

の
前
向
き
な
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
役
立
つ
。

「
中
学
校
に
限
ら
ず
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
で

成
長
す
る
生
徒
の
姿
を
い
く
つ
も
見
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
そ
れ
を
着
実
に
引
き
継
ぎ
広
げ
て

い
き
た
い
。ま
た
、こ
の
こ
と
が
地
域
の
発
展
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
夢
の
あ
る
〝
仕
掛
け
〞

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」（
小
川
先
生
）

■ 中高連携の実践例
 （2011年度の実践より抜粋※例年ほぼ同じ取り組みを実施）
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パ
ソ
コ
ン
や
ク
イ
ズ
形
式
な
ど

工
夫
を
凝
ら
し
た
８
講
座

　

大
分
県
立
三
重
総
合
高
校
は
、４
校
の

統
廃
合
に
よ
り
新
た
に
誕
生
し
た
創
立
７

年
目
の
学
校
。
中
学
生
に
商
業
系
の
学
科

に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、昨
年
度
か
ら
生
徒
に
よ
る
出
前
授

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

昨
年
度
は
、同
校
へ
の
入
学
者
が
も
っ
と

も
多
い
地
元
中
学
校
の
２
年
生
を
対
象
に
、

「
模
擬
取
引
」「
利
息
の
は
な
し
」「
電
卓
名

人
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
」「
初
め
て
の

E
xcel

」「
商
品
の
寿
命
を
考
え
る
」「
家
族

の
絆
」「
コ
ピ
ー
は
ダ
メ
！
」の
８
講
座
を
実

施
。
商
業
系
学
科
の
３
年
生
が
必
修
で
取

り
組
ん
で
い
る
課
題
研
究
の
中
か
ら
、学
科

を
知
っ
て
も
ら
う
の
に
わ
か
り
や
す
い
も
の

や
特
徴
的
な
も
の
を
選
び
、各
講
座
２
人

の
生
徒
が
担
当
し
た
。
中
学
生
は
事
前
に

配
ら
れ
た
資
料
を
読
み
、希
望
の
１
講
座
を

受
け
る
。

 

「
内
容
や
講
義
ス
タ
イ
ル
な
ど
は
、高
校
の

授
業
中
に
生
徒
た
ち
が
話
し
合
っ
て
決
め
ま

し
た
。パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
り
模
造
紙
を
使
っ

た
り
ク
イ
ズ
形
式
に
し
た
り
と
、教
え
方
も

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
堂
々
と
し
た
授

業
ぶ
り
で
驚
き
ま
し
た
」と
商
業
科
主
任
の

農
木
秀
二
先
生
。
高
校
生
に
と
っ
て
は
学
ん

だ
成
果
を
発
表
す
る
い
い
機
会
に
も
な
る
こ

と
か
ら
、い
ず
れ
は
商
業
以
外
の
学
科
に
も

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

商業系ならではの特徴的な授業を
高校3年生が中学校で出前授業

─大分・県立 三重総合高校─

普通科・生物環境科・メディア科学科・キャリアビジネス科／2006年創立
生徒数／579人（男子262人、女子317人）
進路状況（2011年度実績）／大学23.3％、短大6.3％、
専門学校40.3％、就職29.6％、その他0.5％
大分県豊後大野市三重町秋葉1010

 0974-22-5500　  http://kou.oita-ed.jp/miesogo/

小
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
て

学
び
合
い
の
よ
さ
を
実
感

　

外
国
語
科
を
擁
す
る
大
分
県
立
別
府

羽
室
台
高
校
は
、文
部
科
学
省
の「
英
語
力

を
強
化
す
る
指
導
改
善
の
取
組
」事
業
を

受
け
、県
か
ら
拠
点
校
に
選
ば
れ
て
い
る
。

同
事
業
の
一
環
と
し
て
今
年
度
、地
元
２
校

の
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
を
実
施
。年
に
３

回（
１
学
期
に
１
回
）、１
校
に
つ
き
７
〜
８

人
の
生
徒（
２・３
年
生
）が
出
向
き
、小
学

５
年
生
を
対
象
に
英
語
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
だ
。
同
時
に
高
校
生
が
英

語
を
実
際
に
話
す
機
会
を
増
や
し
、英
語

力
の
さ
ら
な
る
ア
ッ
プ
を
目
指
す
と
い
う
狙

い
も
あ
る
。

　

生
徒
た
ち
が
考
え
た
授
業
は
、ク
イ
ズ
や

名
刺
交
換
、歌
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
の
要

素
を
取
り
入
れ
た
も
の
。年
間
を
通
し
て
同

じ
生
徒
が
授
業
を
行
う
た
め
、回
を
増
す
ご

と
に
交
流
は
深
ま
る
。「
最
初
は
緊
張
し
て

い
た
生
徒
た
ち
も
、だ
ん
だ
ん
心
を
開
き
学

び
合
い
の
よ
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
小

学
生
が
楽
し
み
に
し
て
待
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
が
、高
校
生
の
自
信
に
も
つ
な
が
っ
た

と
思
い
ま
す
」と
、国
際
教
育
主
任
の
鶴
原

誠
二
先
生
は
言
う
。

　

ま
た
、や
は
り
同
事
業
の一
環
で
、中
学
校

で
も
英
検
指
導
を
実
施（
生
徒
は
教
員
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
で
参
加
）。
外
国
人
観

光
客
の
多
い
地
域
と
し
て
、地
域
全
体
の
英

語
力
を
上
げ
る
取
り
組
み
に
積
極
参
加
し

て
い
る
。

外国語科生徒が小学校で授業を実施。
自らの英語力向上を目指す
─大分・県立 別府羽室台高校─

普通科・外国語科／1983年創立
生徒数／373人（男子162人、女子211人）
進路状況（2011年度実績）／大学33％、短大15％、
専門学校42％、就職10％
大分県別府市野田565

 0977-66-5067　  http://kou.oita-ed.jp/beppuhamurodai/
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